
29
回
目
の
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
が
10
月
３
日
、

11
人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
北
越
谷
駅
を

出
発
し
、
大
吉
調
整
池
ま
で
散
策
し
た
後
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
く
す
の
き
荘
」
に
行
く
と

い
う
コ
ー
ス
で
し
た
。

参
加
者
は
北
越
谷
駅
に
９
時
に
集
合
。
吉
田

支
部
長
の
案
内
で
、
葛
西
用
水
（
逆
川
）
に
そ
っ

て
ゆ
っ
く
り
散
策
し
、
途
中
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ

ン
公
園
な
ど
で
休
憩
し
て
11
時
過
ぎ
に
は
「
く

す
の
き
荘
」
に
到
着
し
ま
し
た
。
使
用
手
続
き

を
お
こ
な
っ
た
後
、
３
階
の
教
養
娯
楽
室
に
集

合
。
希
望
者
は
入
浴
を
す
ま
せ
て
、
雨
の
た
め

外
で
昼
食
が
で
き
ず
、
各
人
が
用
意
し
た
お
弁

当
、
コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ
た
食
糧
を
教
養
娯
楽
室

で
食
べ
ま
し
た
。

市
の
規
則
で
施
設
内
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料

は
飲
め
な
い
た
め
、
五
十
嵐
さ
ん
が
用
意
し
た

缶
ビ
ー
ル
は
食
事
の
時
に
飲
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
日
は
「
３
日
」
で
「
ア
ベ
政
治
は
許
さ
な

い
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
、
全
国
い
っ
せ
い
に
午
後

１
時
に
か
か
げ
る
日
に
あ
た
り
ま
し
た
。
飛
山

さ
ん
の
提
案
で
、
全
国
に
連
帯
し
、
午
後
１
時

に
「
く
す
の
き
荘
」
の
正
面
入
り
口
前
で
掲
げ
、

記
念
写
真
を
と
り
ま
し
た
（
写
真
）
。

１

時

過

ぎ

に

は

帰

宅

の

準

備

に

と

り

か

か

り

、

北

越

谷

駅

ま

で

バ

ス

で

移

動

し

、

駅

近

く

の

喫

茶

店

で

短

時

間

の

反

省

会

を

行

う

予

定

で

し

た

。

と

こ

ろ

が

参

加

者

の

２

人

は

住

む

と

こ

ろ

が

千

間

台

西

で

あ

る

た
め
、
せ
ん
げ
ん
台
駅
ま
で
の
バ
ス
利
用
券
し

か
出
せ
な
い
規
則
だ
と
施
設
の
職
員
に
強
硬
に

い
わ
れ
た
（
住
所
に
一
番
近
い
停
留
所
ま
で
の

バ
ス
利
用
し
か
認
め
な
い
）
。

「
来
る
と
き
は
、
北
越
谷
か
ら
来
た
」

「
み
ん
な
で
北
越
谷
ま
で
も
ど
る
」
と
事
情

を
話
し
ま
し
た
が
、
つ
い
に
２
人
に
は
北
越

谷
駅
ま
で
の
２
３
０
円
区
間
の
バ
ス
利
用
券

は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
は
み
ん
な
怒

り
心
頭
。
「
も
う
少
し
利
用
者
の
こ
と
を
考

え
て
」
と
注
文
が
出
ま
し
た
。
ま
た
あ
る
参

加
者
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
証
、
身
分

証
明
書
を
忘
れ
た
た
め
、
バ
ス
利
用
券
が
出

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
方
は
「
高
齢
者
は
忘

れ
る
こ
と
が
多
い
。
も
う
少
し
親
切
な
シ
ス

テ
ム
に
し
て
ほ
し
い
」
と
怒
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス

で
ち
ょ
う
ど
い
い
長
さ
だ
っ
た
」
「
ま
た
天

気
の
良
い
日
に
歩
い
て
み
た
い
」
「
雨
の
た

め
外
で
食
事
が
で
き
ず
に
残
念
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
吉
田
正
美
）
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最
近
、
東
京
都
議
会
で
豊
洲
の
新
市
場
の
盛

り
土
が
な
い
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー

ス
に
よ
る
と
東
京
都
は
こ
の
新
市
場
の
予
定
地

が
ガ
ス
会
社
の
跡
地
な
の
で
地
中
に
汚
染
物
質

が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
土
の
入
れ
替
え
を
す
る

と
公
表
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
実
施
さ
れ
ず
、

汚
染
物
質
が
地
下
空
間
に
染
み
出
た
と
の
こ
と
。

こ
の
問
題
は
都
庁
内
の
無
責
任
体
質
が
表
面
化
、

結
局
、
現
場
の
役
人
が
更
迭
。
ま
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
準
備
で
当
初
の
予
算
が
大
幅
に
増
額
、
莫
大

な
費
用
が
無
駄
遣
い
と
の
批
判
も
出
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
記
事
を
読
ん
で
こ
れ
は
都
民
の
食

品
衛
生
の
問
題
、
税
金
の
不
公
平
な
使
用
の
問

題
と
の
こ
と
で
都
民
の
問
題
、
我
々
に
と
っ
て

は
他
人
事
の
よ
う
に
思
う
人
も
い
る
。
で
も
、

こ
の
市
場
で
取
り
扱
わ
れ
る
商
品
は
越
谷
に
も

出
回
る
の
で
他
人
事
で
は
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
他
人
事
だ
と
思
っ
て
い
た
ら

廻
り
回
っ
て
自
分
に
も
降
り
か
か
っ
て
来
る
か

も
知
れ
な
い
こ
と
は
ほ
か
に
も
多
く
あ
る
気
が

し
て
き
た
。
今
、
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
国
会
批
准
の
問
題
、
こ
れ
も
農
民
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。
私
は
個
人
的
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
医
薬
品
が
買
え
ず
高
い
薬
代

に
な
る
か
と
他
人
事
で
は
な
い
。
福
島
原
発
事

故
で
強
制
的
に
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

被
災
者
。
全
国
ど
こ
の
原
発
で
も
事
故
に
な
れ

ば
「
い
ず
れ
我
が
身
」
他
人
事
で
な
い
。
再
び

同
じ
事
故
を
起
こ
さ
せ
な
い
世
論
が
高
ま
り
鹿

児
島
に
続
い
て
新
潟
で
も
原
発
再
稼
働
反
対
の

知
事
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
社
会
の
ニ
ュ
ー
ス
を
他
人
ご
と

と
思
わ
な
い
人
が
増
え
て
世
論
が
高
ま
れ
ば
政

治
も
変
化
。
逆
に
世
の
中
の
こ
と
は
他
人
ご
と
、

自
分
に
は
関
わ
り
が
な
い
と
思
う
人
が
増
え
れ

ば
政
治
を
動
か
す
人
の
や
り
た
い
放
題
。
税
金

の
集
め
方
で
は
消
費
税
増
税
な
ど
、
税
金
の
使

い
方
で
は
戦
争
法
実
施
で
防
衛
予
算
の
急
激
な

増
加
、
公
共
事
業
費
の
増
大
な
ど
で
一
部
の
大

企
業
に
膨
大
な
儲
け
を
も
た
ら
す
使
わ
れ
方
な

ど
。
我
々
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
年
金
減
額
の

話
題
だ
け
で
は
な
く
、
世
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な

問
題
に
も
視
野
を
広
め
よ
う
。
（
樋
口
）

世
の
中
の
ニ
ュ
ー
ス
は

ど
れ
も
他
人
ご
と
で
は
な
い

「
く
す
の
き
荘
」
で
入
浴
、
食
事

職
員
の
対
応
に
怒
り
心
頭

第
29
回
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク

秋の仲間増やし月間の成功のために

二年前の組合員は３００名を数え、この時が

最高でした。
越谷支部も結成から２５年経過し、結成時の

組合員は数人しか残っていません。そして、年

齢増と体力の低下、病気等で退会した方が増加

しています。又、結集の弱さから退会した方が
増加しました。新しい仲間は毎年２０名以上加

入されましたが現在はキビシイ状態になってい
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支部長 吉田健治
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最
近
、
東
京
都
議
会
で
豊
洲
の
新
市
場
の
盛

り
土
が
な
い
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー

ス
に
よ
る
と
東
京
都
は
こ
の
新
市
場
の
予
定
地

が
ガ
ス
会
社
の
跡
地
な
の
で
地
中
に
汚
染
物
質

が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
土
の
入
れ
替
え
を
す
る

と
公
表
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
実
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さ
れ
ず
、

汚
染
物
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が
地
下
空
間
に
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み
出
た
と
の
こ
と
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こ
の
問
題
は
都
庁
内
の
無
責
任
体
質
が
表
面
化
、

結
局
、
現
場
の
役
人
が
更
迭
。
ま
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
準
備
で
当
初
の
予
算
が
大
幅
に
増
額
、
莫
大

な
費
用
が
無
駄
遣
い
と
の
批
判
も
出
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
記
事
を
読
ん
で
こ
れ
は
都
民
の
食

品
衛
生
の
問
題
、
税
金
の
不
公
平
な
使
用
の
問

題
と
の
こ
と
で
都
民
の
問
題
、
我
々
に
と
っ
て

は
他
人
事
の
よ
う
に
思
う
人
も
い
る
。
で
も
、

こ
の
市
場
で
取
り
扱
わ
れ
る
商
品
は
越
谷
に
も

出
回
る
の
で
他
人
事
で
は
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
他
人
事
だ
と
思
っ
て
い
た
ら

廻
り
回
っ
て
自
分
に
も
降
り
か
か
っ
て
来
る
か

も
知
れ
な
い
こ
と
は
ほ
か
に
も
多
く
あ
る
気
が

し
て
き
た
。
今
、
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
国
会
批
准
の
問
題
、
こ
れ
も
農
民
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。
私
は
個
人
的
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
医
薬
品
が
買
え
ず
高
い
薬
代

に
な
る
か
と
他
人
事
で
は
な
い
。
福
島
原
発
事

故
で
強
制
的
に
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

被
災
者
。
全
国
ど
こ
の
原
発
で
も
事
故
に
な
れ

ば
「
い
ず
れ
我
が
身
」
他
人
事
で
な
い
。
再
び

同
じ
事
故
を
起
こ
さ
せ
な
い
世
論
が
高
ま
り
鹿

児
島
に
続
い
て
新
潟
で
も
原
発
再
稼
働
反
対
の

知
事
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
社
会
の
ニ
ュ
ー
ス
を
他
人
ご
と

と
思
わ
な
い
人
が
増
え
て
世
論
が
高
ま
れ
ば
政

治
も
変
化
。
逆
に
世
の
中
の
こ
と
は
他
人
ご
と
、

自
分
に
は
関
わ
り
が
な
い
と
思
う
人
が
増
え
れ

ば
政
治
を
動
か
す
人
の
や
り
た
い
放
題
。
税
金

の
集
め
方
で
は
消
費
税
増
税
な
ど
、
税
金
の
使

い
方
で
は
戦
争
法
実
施
で
防
衛
予
算
の
急
激
な

増
加
、
公
共
事
業
費
の
増
大
な
ど
で
一
部
の
大

企
業
に
膨
大
な
儲
け
を
も
た
ら
す
使
わ
れ
方
な

ど
。
我
々
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
年
金
減
額
の

話
題
だ
け
で
は
な
く
、
世
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な

問
題
に
も
視
野
を
広
め
よ
う
。
（
樋
口
）

世
の
中
の
ニ
ュ
ー
ス
は

ど
れ
も
他
人
ご
と
で
は
な
い

「
く
す
の
き
荘
」
で
入
浴
、
食
事

職
員
の
対
応
に
怒
り
心
頭

第
29
回
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク

秋の仲間増やし月間の成功のために

二年前の組合員は３００名を数え、この時が

最高でした。
越谷支部も結成から２５年経過し、結成時の

組合員は数人しか残っていません。そして、年

齢増と体力の低下、病気等で退会した方が増加

しています。又、結集の弱さから退会した方が
増加しました。新しい仲間は毎年２０名以上加

入されましたが現在はキビシイ状態になってい

ます。現在五十嵐書記長提案の拡大チラシも出
来上がりました。役員は先頭にたち仲間増やし

に全力を尽くしますが、全組合員の協力なくし

ては仲間増し月間の成功はありません。一人一

人の協力を心からお願いいたします。頑張りま
しょう

支部長 吉田健治

次回の宣伝活動 １１月２３日（水曜日）１２時～１３時 南越谷駅南口


